




























































理系に基づき、高坂（1979, 1981, 1991, 2000）、高坂・宮野（1990）、Kosaka and Fararo（1991）、Fararo and Kosaka
（2003）、白倉・与謝野（1991）、与謝野（1996）、石田（2003）、前田（2011）などにより展開ないし拡張されて
いる階層イメージに関するフォーマル・モデルのことである。














































r であるから、上述の指標 P、Q、R は次のよう









ここで、R を r と s に関してそれぞれ偏微分す
ると、次のようになる（ln は自然対数）。 R r＝－2（s－1）rs ＜0 （5） R s＝－2 lnrrs−1 ＜0 （6）
つまり、s を所与としたときの r の増加は R の
減少をもたらし、r を所与としたときの s の増加
















（1）個人の集合 A 上に、r ランク×s 次元の多
次元階層構造 S が存在する。s 次元の地
位特性（C1, C2，…，Cs）は線形的に順序
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ここで、R *を r と v に関してそれぞれ偏微分
すると次のようになる。 R * r ＝ 2r 2－2（v＋1）rv＋2 ＝ 2r 2（1－v＋1rv ） 0





せることがわかる。しかし次元 s については、R *
の定義式の中には陽表的には含まれておらず、階
層イメージ上では階級度の増減に影響がない。そ
して、この s の代わりに R *の定義式の中に含ま
れているのが、階層イメージを抱く個人の地位セ
ットの一貫性の程度を表すパラメーター v であ
る（その際、v は s により上限を制限されてい







































表 3 3×3システムにおける個人（M, 2）の階
層イメージ
客観階層 主観階層














MMH n/33 MMH （n/33）・30
MMM n/33 MMM （n/33）・30



















r 2→∞ 0→1 1/2→1
s 2→∞ 0→1
v 1→∞ 1/2→－1
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図 1 階層イメージ理論のフレーム（広義の FK モデル）
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い、ということがあげられるだろう。本稿が構想

























































































































































































































































































































































































































































































































































FK モデルと AI モデルの基本構造を明らかにし
た。図 2は、ここでの説明を例を用いながら簡単
図 2 階層イメージ理論としての FK モデルと AI モデルの構造（3×2システムの階層構造における個人“MH”の
場合）































































































































P o（ij）＝d *（ij）／ rsi＝1 rsj＝1 d *（ij） （14）
─────────────────────────────────────────────────────
























































































































































































図 5 自己の地位セットの効果（6ランク 2次元の
場合）































































































































































































































































































































































５）r×s システムを「階層構成の等分割ルール」で再編するとき、原則として、再編されたカテゴリー数は r の倍
数になっていると仮定する。




































































































































































計 24 267 531 183 62 1067
1）高坂・宮野（1990：表 3.2）より作成。
2）（ ）内は、期待値。〈 〉内は、各帰属意識内での比率。
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The Consistency of Social Status
in the Image of Social Stratification
ABSTRACT
This paper examines social status consistency in the image of social stratification.
We examine this consistency using the Fararo-Kosaka (FK model) model, which is a
model of class identification. First, we examine whether the FK model can analyze the
consistency of social stratification. As a result of our analysis, we clarify which FK
model cannot analyze the consistency of social status. Second, we propose a new
model (AI model), and this model is effective for analyzing social status consistency.
While we can analyze the one-dimensional characteristic of multi-dimensional social
stratification, we can also analyze the multi-dimensional characteristic of the stratifica-
tion. From this model, we describe the distribution of middle class consciousness and
the image of social status consistency.
Key Words: FK model, status consistency, AI model, hierarchical society, heterogene-
ous society
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